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蒙
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.
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條
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；
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條
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蘭
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れ
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。
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澳
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落
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薇
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ボ
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^
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.
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れ
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が
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懷
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を
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；
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迫
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澳
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條
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；、全

部

に

向

：つ̂

.無
：條

件

の

同

意
.：を
與
ふ
る
：を
拒
み
遂
に
二
十
五
：
 

日
午
後
塊
塞
外

'交
の

」

破
裂

'

iな
：れ

■り
。寒
爾
比
は

.塊

.
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憤
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世
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下

の

獨

逸

士

官

並

に

.熱

心

な
る
，親
.獨
•主
，
.義
.者
者
た
，
る
：
陸

相

子

シ
グ

キ

ル

•
パ
シ 

ャ

の

：
力

に

板

七

獨

藥

派

；
は

.
旣〔

に
：大
勢

.カ
を
：振
び
域
麵
る
も
新

.着
：1

1

騰
.の
®

に
：大
影
響
：を
與
へ

锘
十
卷

$

九七〕

諭

說

最

近

.»
2
}爾

粋

即

妞

_ 

辩

荔

.一



狖

十

饴

(

美
八)

腧

脱

&

近

、の
，巴
.爾
鉍
，問
妞 

笫
玉
號 

一
二

た
な
は
論
を
含

,

1
に
'歐
洲

I

 

.
の
破
裂

：
t
 

.
同

Il
f

に
英
國
：は
土
可
其

k

別
渡
す
喾
な
り
し 

ニ
戰
艦
ス
ル
タ
ン

,ォ

ス
マ
ン
及
へ
ラ
シ
ャ

.̂
1

を
楚
种
あ

H:
0
P
X 
土
却
其
官
民
の
感
情
を
害 

し
居

^

る
；際
な

>

,し
を
以
り
で
、獨

艦

來

奢
.は

親

獨

熱

を

進
#

:る

择

於

；て

大

效
6'
ぅ
，し

が

如

し

。而 

し

て

ゲ
i

ベ
シ
、及
.ブ

レ

ス

ラ

ゥ
.ニ
艦
.は
‘地

中

海
i

り
遁
-竄

し

て

ダ
‘
”ル
ダ
ネ
ル
ス
海
«
は
入
れ 

る

も

の

な

る

も

、土

：耳

其

政

府

は

，買

收t

た
る
な

6
 

i
主
張
し
た

'
S
さ
れ
ど
買
收
說
の
遁
辭
に 

過

ぎ

ざ

る
は
左

'0」

1
:
«に侬
ー

.り

.て
明
な
る
，が

.如

.

.し。即
も
其
一
は
，，
典

«

在
の
露
國
公

.使
デ
.ミ
 

ド
フ

'の
報
舍

.に
し

：
て

左

の

如

し。

：

:

r

內
密
の
筋

ょ

6
.
聞

.く
所
に
據
，れ

ば

、.ゲ

I
ベ
.ン
及
ブ
レ
メ
ラ
ク
の
賣
渡
に
關

.し、伯
林
«
在 

の
希

‘̂»
么
使

%

»逸
外
射
ャ
コ

I
氏
に
向
ひ
、希
臘
祀
對
す
る
獨
逸
の
非
友
說
的
行
爲
に
付 

丨
抗
議
を

.爲
し

^
る
^>

.

ゴ
ー
说
は
之
括
答
へ
，で

.：此
賣

*
は

®
際

'̂
於
て
爲
さ
れ
た
る
に

「

非 

:

f
 言
へ 

J
 

?

』

I
KS?
S
.
I
_
U 

' 

:

:

次
B

在
土
京

.英
國

.大
他
 

>
.レ

f

ト
.
0
外
相
、グ
レ
！
に
：氣
れ
る
報

.勢
中
化
左
；の
ユ
，

©

ぁ
り

。
.

I 
.梦

1

ベ
W

及
ブ
ふ
レ
3
 

,
1
ヌ

ク

は

土
.耳

其
.に

寶

波
.さ
れ
れ
る
に
非
ざ

‘る
の
新
摩
摅
を

#

,
た
り
。

.

即
t

#

實

‘な
，る
筋
よ
り
聞

{

所
に

.據

.：

れ
.ば
、猶

V逸
.：

大
使
；
.は
ニ
囘

■税
.關
，■..に
.
.的
ら

'
.て
、资
國
：取

'滕
.ゲ
.，

V

ボ
.：，
へ

.
‘
f
用

後

商

故

の

，_

税
X

關
を
命
じ
打

b

と
云
，ふ
。予
は
之
を
土
邛
淇
宰
柑
に
通
知
：し

-喪
. 

:

渡
を
赛
め
ざ
る
ー
こ
と
を
吿
げ
允
が

'云
.
々』

益

_

爾
看
|
^

 ̂

、
'へ
 

’

然
れ
ど
も
土

 

5

其
政
府
は

 

'依
然

ビ
じ
‘て
獨
逸
よ

P
一
一
 
艦

を
賞

入
れ
た

ぅ

也

.i
f

し
#

.
時
■巾
の 

0
度

.に
就
て

M
0
M
^

立
を
守

'る
の
決
心

s
f』

ビ
の
覺

-書
.を
八
丹
十

3

日
游
く
は
十

0

日
.に 

協
商
諸
國
政
府
に
交
附
し
た
办
。協
商
.諸
國
は
ゲ
ー
ぺ
シ
及
ブ
レ
ズ
ラ
ク
に

し

て
«

し

て

質
.入 

れ
ら

‘れ
れ
る
も
の
な

I

 

.
サ
ば
、獨
‘逸
士
官
及

'氷

兵

'等

を

ニ

艦

よ

，
立
：去
ら
し
む

.ベ

し

と

恶

.求 

し
、英

怫

露

の

使

K

等
殆
ざ
連

1:
!

.宰
相

*

外

柏

の
サ
ィ
ド

.
，ノ
リ
.
ム
§

ぐ
は
海
相
一
の
ジ
，
ミ
ル

• 

パシャに面

#

し
て
談
判
を
重
ぬ

.
る
も
、ハ
リ
ム
及
ジ

-

ミ
ル
等
は
唯

®

時
の
猶

.®
を
if
.ふ
の 

み
に
て
嘗
て
要
傲
を

#

ず
。ム
方
，に
於
て

A

月

牛

：
九

：日

嗔

織

相

が

.：

.

.ャ

グ

ィ
.ッ
ド
.
ベ
ィ
は
露 

英
佛
の
大
使
ば
向
つ
て

.妥

協

締

結

，の
爲
に
刹
一
益を
提

供

せ

ん

>
v
;
ビ
を
求
め
、某
利
益
の
.一
例
と 

し
5

2

な
.る
經
濟
上
の

*

'
立
.を

土

：
耳

，
其

に
與
上

る

事

、
及

治外

法
權
制
度
の
廢
止

』

を
摩
げ
れ 

ぅ

谣

庶

：諸
0

U
 
土
其
典

〔

の
保
全
及
ひ

.鄉

立

を

保

，
障

す

，
ベ

>

 

旨

を

：言
明
：せ
：る
も
、治

外

法

權

«

廢 

に
は
勿
論
同
愆
せ
ん
ビ
せ
ず
。然
も
他
に
代
る
ベ
き
具
體
的
利
盎
を
輝
供
せ
ん
ど
も
せ
ず
。»
る
 

^]

に
土
洱
其
政
府
は
九

|1

九
'日
倐
約
を
無
視

1

て
治
外
法

«

めい
#

业
.，を

«

_

的
に

1 :

倉
.
し
、九

钫
十
恋

(

五九九

)

諭
說
最
近
の
巴
爾
幹

r
a
/
M 

结进號
 

m



' 

, 

’
 

•

，，

‘
 
.

,

 

' 
:

へ
 

ノ
 

-
.

第
十
怨

(

六
0-
0)

論

m

，最
近

.Q
_

B爾
#

間
妞 

第

蠢

i

 

、

月
：一
”
+
ニ
日

.
杯
荦
负

^

は〉

外
_

鄉
便
墙
拿
中
月

^
'
.
:
ロ
，ょ

K
V則
礴
背
し

：

む
.
.
.
.
ベr

き
.皆
を
駿

.表

.

り
。

V

 

, 

-:、 

： 

ノ-
ぐ

,

•

:

. 

!
 

.._ 

.
 

.

. 

' 

-
.
'
:

<:
ぐ
，

：

.

.

.

.

.

' 

,

I
 

-
 

:.
 

- 

.
 

.■•，
二

、-.'':'': 

.

.

.
,
, 

、},.
 

. '
 

.

.

.
L
-
r
.
:
,
' 

{ 

-
 
,
 

... 

.. 

- 

• 

■

.

土

3f
其
'政
府
の
倐
約
蹂

»

ょ
り
も
海

:(
'

?

#ふ：：
^

&
'«
、其
_

海
難

0
,
»
.
權
.が
.：次
第
に
®
逸
の

手
に
：歸

-L
た
，る
の

|
事
な
戍
首
府
す
海

«

と
'興
方
ぢ
旁
間

«

す
、到ぃる

.處
に
獨
逸
の

®:
人

f

Jf

權
'を
0

り
、首

'府
及
其
附
近
の

3如
き
は
全

-然
獅

.鹩
軍

#

の：觀

.を

發

す

る

に

：，萆
れ
り
。始

め

土S

S

海
®

は

英

國

の
«

張

i
.寧

め
6

れ
、ダ

ムK

ス
，'提
.督
：以
.下

の

英

國
.海
_
 
士
官

敎
.導

の

任

に

當
b

居

ナ

る

に
f

»

r

0

h

 

K

v

.て
ル
；•パ
シ
1

1
が
陸
海
軍
の
大
元
帥
：じ
な
ヶ
、獅
，逸
海
軍
士
官
ど

*1

か
へ
て
曝
に
常
る

.
に，■及
び
：ッ

.
A
ブ
.
ス
等
も

-到
底
其

*

位
に

«

ま
り
難
き
情
勢
：

5

な

ぅ

、
!:
に

英

陸

大
'使
：マ
レ
ッ
ト
は
九
月
十
一
一

¥

ー
ジ
ム
：•プ

ネ

以

卞

傭
^

軍

士

官

の

召

還

を

土

-耳

其

政

府

に

言

明
す
る
に
至
れ
ぅ
，斯
く

”
て
土
洱
其

©
:陸

：：

海
：軍
は

.，愈
々
全
然
獨
逸
派

'の
支
配
：す
：る
所
；

ビ
？

、九

月
，F1

十
'ロ
內
間
會
議

に
.於
て

.

事

發

坐

を

豫

防
す
あ

^

にゲ、丨

づ

ン
ホ

ズ

K

スラウ
 

一i

を

款
海
に
入
ら
し
め

-ざ
る

.に
決
し
お
る
に
、宛

1

S

R
に
於
て

.プ
レ
ス
ラ
少
猇
は
猶
逸
餐

.使
..

ょ
b

出
.で
た
る
命
令
に

.依

ろ

ヤ

突

然

黑

；海
に#

時

か

併

：觀

を

相
;1
;
;
;內
.間

の

決

議

の

無

價

値

な

る

を 

證

明

-1
>
:
-
時̂
‘
;1
.亦
：知

る

ベ

き
®
,を

r: 

，

T ぐ，
，

.

l

.

想
ふ
.に

i

:i
F
,其

欢

府
：tt
«
.
^
.-J
:
.
.ぅ
，*
.府：；w

し
て

*

逸
f

e

#擔
し

:

て

開

戰

す

る

の

意

-思

を« 

.せ

し

に
#

ざ
る
は

事
實
な
る

が
*

七。

宰
相
#

外
相
た

る
ナ
ィ
ド

1
ハ
ヅ
ム
公
並

'に
藏
.输
ジ

.ャ

.
グ
ィ 

ッ
ド

•ベ
ィ
が
英

'»
佛

の

：代

表
«
に

询

,̂
て

»
1

す
好
惫
ぁ

..
る
倉
辭
を
用
，ゐ
、開

.戰
反

.對
の
意
.思 

を
繰
返
し
、猶
換
ょ
、

■'
?
>
;
寧
；ろ
、協
商
派
に
傾

<

.0
風
を
示
し

お

る
は
、必
ず
し
も
故
意
'に
欺
蟎
せ 

ん
ビ
し
れ
る
に
は
非
ざ
，

"る
が
如
し
。加
ふ
る
に
泉

#
及

a
太
子
は
共
 

'
に
誠
實

'に
屯
和
論
潘
な

K
V 

，し
な

b
o九
月
-.十
ニ

 

.日

.英

、大

使

マ

レ

ッ—

が
皇
帝
に

•謁
見
し
た
る
時
帝
は
中
立
を
守

P

ー伞和 

を
■

持
す
る
の
決
心

%
 
0

心

，
に

表

明

し

た

办

。

常
H
n，の

會

見

に

付

、
マ

レ
ッ
b

の
九
月
一
一
十 

一
一
U
M 

11
報
.吿

中

に

左
0

如

き

，句

.
ぁ

り

广

,:
『

陛

T

u
 

W
國
間

0

»

发
誼
を
維
持
し

'.
a

何
れ
の
國

i

の
戰

# •
^

も
避
く
る

‘の
希

0
及

決 

/

心
を
數
度
，熱

心
に
碓
言
せ

&

れ
れ
る
に
因
ぅ
予
は
甚
だ
感
動
を
與
へ
ら
れ
た
-̂

』

亦

以

てv
n
.
*
I
T

 

:及

政
.府

部
^

%

通
%

て

年

，和
| &

者

の

多
炉
P

し
一
，こ
£

を

知

へ

る

ベ

き

な

办

。̂

れ 

.ど

'も

獨

逸

派

の

巨

頭

れ

る

陸

相

^
'ン

グ 

' ユル

•パ
シ
ャ
は
タ
彳，マ

^
將
猿
等

0
後
援
ハ
に
侬
h
v 

T 

、絕

大

の

勢

力

を

軀

ひ

れ
h
y
o
^
統
M

,
進

牵

鐵

；の
已
.
領

釉

に

し

て
a

有

：力

な

る

，肉

相

ね

ゐ

；タ

ラ
1
 

辩

十

怨

(

六
0

C

諭

耽

最

哞

の

f

a
镝

粋
ll
i
j
t
e 

, 

m

l
一
 

玉



浓
十
怨

(

六
0
,ニ)

論

.
W 

.

#抵.
の
2
1爾
醉
間
，駔

 

第
義
 

一
べ
‘

t

ベ
ハ
ィ
拉
始

.め
«

望
の
鱗
皮

.禽
執
々
今

^
後
開
戰
癖

0

1
'男
 

て
伞
如
派 

は
實
際
：
.上
何
；
'等
手
：を
施
；す
に

A

な
き

.
に
.
至
り

れ

る
、
な
り
。羅
竟(

當
時
.

^
±
,
s

其

は
.：：货
ど
無

*

^
 

的

狀

態
.
.
.
に
陷
久
獅
逸
派
は
：優

^

無

力
'な
.
る
'翁
«

等
の
；韋

向

を
»

職

し

つ

ゝ

勝

手

の

振

.舞
を
爲

し

^
る
'
な
办

。

:

.

.

.
、

« 
'

〉
，，
 

.-
::
丨

'

然
ら
ば
獨
雜
派
の
互
腹
エ
ダ
グ

.

.

.$

-

ク
r

は
如
何
。彼
は

1

種
の
傑
物
に
し
て
決
し
て
愚

人
に
非
ず
。タ

-
ラ
：
1

S

ィi

亦
：有
數
の
人
物
た

6
。彼
等
を
以
て
單
に
獨
逸
に
買
收
せ
ら
れ
■た
る

も
の

i

爲
す
は
或
は
酷

.

.な
る
ベ
：
し
。想
：
ふ

れ
*

等
は
獨
逸
陸
寧
の
勝
利
を
信
じ
、®
逸
ど
堵
ん
で

以
て

露
英
に
'當
る
の

#
策
な

■る

：、
を

認

め

た

る

な

、
ち
.
ん

。露

.國
勝
利
：

0

曉

に

は

'、
コ

\

ス
タ
ン
チ
ノ

丨
フ
ル
は
旷
に
其
ず

^

歸
す
る

K
の
處
；ぁ

，
K
y 

iは、土十耳

.
其
人
の

«
.
裡
に

•起

i

爲
き
憂

M

た
ら

o

又

英
國
を
破

6

て
埃
及
貪
囘
復

:t
:̂
の
；1

:

摩
は
、土

S

S
人
に
取

り

て
■强
烈
な
る

‘
引
誘
.力
を
有
す

る
ド
相
違
な
し
。露
英
の
怖
る

.
べ
け
き
所
以
を
幾
度
：

^

な
：く

經

驗

せ：

る
：彼

等

が
.、獅

逸

に

賴

，ら

んw

す
る
の
情
を
抱
く
は
、必
す
し
も
怪
む
べ
非
ず
。況
ん
や
歐
洲
の
戰
況
は
實
隙

.1
5

«
逸
の
鑛

勢
を

.

.示
し
て
齡
難
の

.有

：
望

；
食

想
.は

：：
^

:%
る
：-其

上
.に
、*

杯
首
：都
；
コ
：

：
ン

ス
^

ン

チ
ノ 

I

ブ

ル

の

前 

に

;«
獨
1

ニ
$
.滕
.
.の

堂

々

た

る
.
•維

姿

を

横

べ

：：て

强SS

p

l

i

a

l

J

K

K.
 

7

丨
般
人

6
 

t
刺
戟！す

!)

磁

逸

が
遂
に
勝
利
を
占
め
し
は
巳
む
を
得
ざ

.
る
の
成
行
な
る
べ
し
。
.，

 

、

然
れ
ど
も
獨
逸
が
土
耳
其
政
府
部
內
に
'味
方
を
作
り
且
一
般
人
民
を
誘
惑
す
る
爲
に
陰
臉 

な
る
術
策
を
行
ひ
又
莫
大
な
る
货
金
を
散
ず
る
等
ニ
切
の
手
段
を
用
ゐ
た
る
べ
き
は
、固
ょ

6
 

推
想
に
餘
ぁ

h
,C
Mに
左
に
外
交
文
書
の
報
吿
中

.に
現
れ
た
る
二
三
の
事
實
を
摘
記
す
ベ
し
。

先
づ
露
國
大
使
ジ
ー
ル
ス

の

九
月
十
四

ロ
附
電
報
中
に
獨
澳
の
新
聞
罵
收
猥
を
擧
げ
屈
れ 

レ
。
左

の

如
し
®，

『

大

使

館

£
.て
«
査
し
た
る
所
に
據
れ
ば
、ゴン 

»
塊

エ

國

ょ

り

左

の

割

命

に

て

支

給̂,
.受

け

つ 

新

名

へ

,

獨
支
給
額

、 ス

あ ク  

! ) ン 

チ 

ノ

!

ブ

ノン

の

主

な

る

新

聞

社

は

力

ダ

ム

!

ヌ

.イサ
.

' 

- 

'

タ
一
一

タ
ス
フ
ィ
ダ

• H

ン
キ

T
.

:.
■
テ
：

ル
，'
ジー、
.
ユ
マ

':
.
一
 

ン，
 

鲂

十

锴(

六
〇
H,)

論

趴

.

•

獨

支

給

額：

土邛典礴 

ニ 
•五
〇
〇

1
T
〇
〇

o

ニ
*〇
〇
〇

' 

-

-

V

O

O

O

,

厂
五 
0

0

.

:

最
近
の
巴
爾
枠

li
i
J
M

澳
支
給
額
.，

土
邛
興
磅

I 

6

0

0
 

一
 

6

0

.

0
 

i 

6

0

6
 

五

§
 

五
〇
〇

望
號
ー
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第
沉號
 

一八

即
ち

土
，
耳
典
，の
新
聞

は
、
黄
余
の

力
に
，.依
ら
て
獅
逸
の
機
關
匕
：

な
り
、
獨
逸
に
有

刺
身
る

記
事

論
說
の
み
を

.揚
げ
、英
露
の

.巾
傷
攻
擊
に
全
力
を
注
ぎ
以
て

^

野
の
間
に
親
觸
的
空
氣
の
_
慶

す
る
に
至
ら
し
め
れ
り
。

次
に
ソ
フ
ホ
ァ
駐
在
英
國
公
使
が
十
月
十
六

Q

グ
レ
ー
に
宛
て
れ

.る-«報
に
日
く

『

棒
金
の
箱
九
十
七
個
昨
日
六
名
の
獨
逸
人
に
讓
衛
せ
ら
れ
て
グ
ス
チ
ユ
ク
を
發
し
コ
ン

ス
タ

.ン
チ
ノ
 

I

ブ
ル
に

^

へ
り
。
之

に
先
ち
て
ニ
否

«

の
ff
i
'te
に
送
ら
れ
た
り

』

と
。

，又
十
月
十
七
日
附
土
京
駐
在
英
國
大
侦
發
の
電
報
に

E!
<
 

、

『

九
月
末
以
來
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
に
到
着
し
れ
る
も
の
左
の
如
し
。

.
モ
ー
ゼ
ル
銃
用
軍
需
品
六

千

九
西
箱

.モ
ー
ゼ
ル
銃
五
西
四
十
箱

1|
爭
用
#
料
十
三

に
金
の
櫸
金
約
八
十
萬
破
。

』

气

：

又
十
月
二
十

r
j

日

附

英

國

大

使

：：の

電

報

中

に

日

く

，：
「

土
耳
其
人
に
し
て
獨
逸
人
を
欺
く
の
意
思
な
し
と
せ
ば
、獨
逸
の
支
給
す
る
喾
な

萬
磅

'の
前
竿
額
を
受
取

b

た
.る
.後
、露
西
亜
に
開
戰
す
ベ
き
は

0
を
容
れ
す

。|6
に

.
■ 

磅
到
着
心
だ
み
ふ
は
ニ
ザ
般
に
，俾

；.へ.--
:
:ら

，る

、
所

な
.
.力』

；i

。ニ 
V 

,

貨

雄

m

f
f
l
し
.て
翌

一,1

十
三

n
M附
英
國
大
侦
の

1

報
に
は

『

緦
额
に
於
て

：
：

v
n 
乃

迮
H

f
l莴
到
界
し
，
 

れ
る
も
の
 

> 
如
し

』

i
言
へ
り
。
大
使
マ

レ
ッ
ト
は

土
京
ょ
：CV

偷
敦
に
別
揭
げ
た
る
後
、十

一
月
一

一' 

十

=

附
を
以
て
；爽に
詳
細
な
る
報
吿
を
爲
せ

.
る
が
、其
中
に
左
の

V

節
あ
り
。

『

戰
郇
の
本
舞
豪
に
於
け
る
形
勢
の
危
急
な
る
に
願
み
、又
近
東
に
於
て
牽
制
を
爲
す
の

#
, 

f

に
必
要
な
る
を
思

CA
、fe
逸
は
土
耳

5；
i

人
に
對
し
て
一
層
の
腮
迫
を
加
へ
ざ
る
を
得

ざ

る

 ̂
K

土 

P

た
K
y
o
+ 

H
の
前
三
週
間
彼
等
の
腿
迪
は
新
手
段
を
執
る
こ
と
、
な

b

、莫
大
な
る
金
餵
：

,

塊
、秘
密
の
中
に
獨
逸
大
使
に
送
附
せ
ら
れ
、其
金
銀
塊
は
英
士
譴
衛
の
下
に
獨
逸
龈
行
に

W
 

記
せ
ら
れ
た

り
。
其
金
額
は
約
四
西
與
破

に

辑
す

ビ
言

は

る
。ぬ

金
額
は
獨
逸
陸
海
难
の
經

t

、
 

を
遥
に
越
過
す
。而

.
し
て
予
は
獨
逸
人

^

H

ン
グ

.H

ル
.パ

シ
ャ

、タ
ラ
ー

ト
.
ベ

ィ

及

ジ

エ

ミ

ル

‘，
 

パ
シ
ャ
を
合
む
一
部
大
眨
の
唧
間
と
の
間
に

«

れ
.る
協
定
成

*

し

±

洱
其
は
.财
政
上
の
考 

鈴
或
额
而
に

達
す
る

や
.；*

や

直

に
宣
戰

す
る
箬
な
る
.こ
ど

を
信
す
る
に

+

分
：の
理

_

を
，
有
，
‘ 

す
。予
の
調
避
じ
た
る
所
：に
據
れ
ば
危
機
は
ハ
ナ
月
第
三
週
の
中
頃
に
，於
て

*

絕
頂

R

達

し
た
‘ 

り
。即
ち
其
頃

'
開
戰
派
の
者

.
は
'宰
相
に

.
迪
.
つ
て
同
癩
中
に
^
入
す

る

か

若

，
ぐ

：
は

辭
.職

せ

し

む' 

る

ハ

ゆ

議

を-決
し
た
り
。偶
：ま
ダ

>
 

ス
チ
.：：ユ
ラ
：河
‘，畔

に

於

て
.露
寧
の
成
：功

.{

.
た

る

炫

：：％

若

ぐ

dl

姑

十

怨

(

六
〇
五)

論

0

嚴

近

の

巴

爾

幹
㈣

‘瓶 

第
55
1
*
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最
近
の
以
爾
幹
^
題

 

笫
3£
號
,

ニ 

3

或
他
の
木
朋
な
る
理

*

S

の
た
め

.此
針
劃
は
實
行
せ

&
れ

ざ

；
ぅ

き

云

々

。

』

vi
A
:

,
 

ノ
 

..

翦
す
る
に
獅
逸
は

.土
耳
典
人
間
に
於
け
る
恐
露

it
英
の

.感
情
を
巧
に

-利

用

す

る

ど

同

時

に

‘

〔 

M

に
金
錢
に
依
つ
て
言
論
機
關
を
買
收
し

|1
氣
息
を
通
ず
る

/
大
官
速
：に
財
政
上
の
支
給
を
， 

し
、以
て
土
耳
其
の
戦
爭
參
加
を
促
す
に
努
，め
れ
る
な

り

。而
し

'て
所
謂
財
政
上
の
支
給
.は
大
官

，
. 

連
只
收
费
ビ
斷
足
し
去
る
を

#

ざ
る

'は
勿
論
な
る
も
、然
も
等
全
部

.が
戰
爭
參
加
に
伴
ふ
車
事

_
. 

费
の
補
助
ど
し
て
土
耳
其
政
府
の
受
取
り
た
る
も
の
な
る
や
不
：

I

や
も
不
明
に
屬

す
。秘
密
の
屮 

に
®

ぅ
に
土
京
に
經
ら

-れ
た
る
央
の
金
銀
塊
は
、何
人
の
懷
に
入
れ
る

.か
。少
な
く
も
其
問
大
な
，
 

も
疑
惑
を
挾
む
の
餘
地
あ
る
な

6
。

兎
に
声
十
月
に
入
り
て
ょ
ム
觸
塊
大
使
は
土
邳
其
政
府
に
向
つ
て
最
皁
戰
帮

參

加

の
時

期
， 

到
れ
り
ビ
て
頻
り
に
其
決
心
を
促
し
れ
る
を
見
る
。此
間
に
多
數
の
海
兵
及
士
官
は
續
々
ど
し 

‘て
獨
逸
ょ
り
入
込
み

.來
り
、各
饨
の
軍
需
品
も
供
給
せ

ら

れ

、戰
爭
開
始
の
準
備
は
，十
分
に
整
へ 

ら
れ
た

A。而
し
て
愈

+
月
ニ
十
九

W
に
至
り
獨
逸
は
遂
に

si
ii
逡
巡
せ
る
土

耳

其

を

强

要

し
 

'て
番

:#
戰
.を

.開
始
せ

'
L
め
杧
戈
即

^
此

早

朝

土

?:

其
艦
'隊
は

ォ

デ

y 

fを
製
ふ
，
て

露
幽
俾

|

1

!

I

艦
ド

4

ッ
.
號
を
擊
沈
し
、見

セ.

オ

.ド
“
ア

洮
を
®
擊

.b
代
ち
。何
.等

の
豫
備
的
交
涉
も
な
ぐ
、突 

ど

し
て
攻
擊
を
開
始
し
た
る
は
、實
に
亂
暴
至
極
の
，沙
汰
に
し

て
、要
す
る
に
戰
淨
を
激
起
せ
し 

め
ん
が
爲
の
獨
逸
派
の
術
策
に

外
な
ら
ざ
る

な
り
。
ft

砲
擊
が

®c
府

0

許
可
な
く
し
て
行
は
れ
，

れ

ゐ

も
の
な
る

は
、下

に

記

す

る
土
耳
其
宰
相
の
陳
辯 

レ
.
' 

ト
の
前

!?
?
.
^
"
*

1

J:
i

ニ
+

_日
附
の
報
吿

^

R
も
、
 

r

w
等
攻
擊

に
對
す
る

實
際
の
命
令
は

^

.
11
ニ

十
七 

れ
た

る
も
の
な
る
こ
ビ

今
や
確
實
な
り

』

と
言
へ

り
。夂

同
報
告
中
他
の
場
所
に
於
て
も
苒
び
左 

『

攻
擊
開
始
の
命
令

は
：
コ
ン
.ス
タ
ン
チ
ノ

ー
プ
ル
に 

士
の
間
に
作
ら
れ
れ
る
陰

謀

の
結
果
と
し
て
、

+

月 

に
於
て
*
へ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
明
に
す 

る
を
得
べ
し

0』

土
邛
其

_皇

太

.子

ユ

ッ

ス

フ

、ィ
ブ
、H

デ
.
.
X

は

夙

に

H. 

獨

逸

派

の

，嫉

視

を

受

け

、遂

に

..千

九
W

十

六

年

ニ
月

】

第

十

卷

(

六〇七

〕

論
說
锻
近
の
巴
爾
幹
問

M

-

に
徵
す
る
も
明
な
る
が
、猶
英
國
大
侦
マ 

日
の
午
後
獨
逸
提
督
に
依
つ
て
與
へ
ら 

の
免
く
言
へ

6
。

於
け
る
猻
逸
代
表
者
と
一
部
土

S

其
雄 

ニ
十
七
日
午
姨
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
の
入
口 

る
た
め
、予
ば

.

®
立
的
の
證
據
を
提
供
す
，

ン
グ

-

V

パ
シ

ャ
の
，政

策

に

反

對

し

て
、
. 

n

に
至
卜
暗
殺
の
悲
述
に
遭
迪
せ
し
が

'

■第五號

_ 

ニ一
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篇
十
饴

(

六〇八

)

踰

E

最
近
の
巴
爾
粋
間
瓶

 

饿

盡

r '
一

衙
殺
説
は
信
じ
雛
し

)

、此

■

殺
の
あ
り
た
る
時
、皇
太
子
の
親
友

f

し

ユ

ミ

ー

ル

，ガ

^

丨

の

辦 

M

V

Jし
て
巴

M
.ジ
ュ
ー
ル
ナ
ル
紙
上
に
揭
げ
ら
れ
た
る
者
の
中
に
、右
砲
擊
事
件
常
時
の

 

一.
'!
' 

話
ぁ
ち
大
要
左
の
如
し
。

 

、

翌

H

陸
相
ユ
ン
グ

-

ル、パ
シ
ャ
は
報
吿
の
た
め
宮
中
に
參
內
し
た
る
に
、其時

.

泉
太
子
と
此
：辦
仲
を
語
り
居
た

9

。帝
は
頗
る
不
滿
を
感
じ
屈
ら
れ
れ
る
際
な

>

ン

グ
ダ
ル
を
见
る
や
，

『

何
故
に
露
西

.
®攻
擊
を
命
令
し
た
る
乎
、予
の
許
可
を
俟

‘

る

事

の

行

は

る

、
次

第

な

る

平

、n

ン

ス

タ

ン

チ

ノ 

I

ブ

ル

に

於

て

®

返

ん

^

ビ

す

る

な

0
X
M
氣
を
含
ん
で
言
は
れ
れ
る
に
、工ン

 

'グ
^

ル
は

『

露
西

7S
人
が
ぃ

な

K

y
我
等
は
唯
應
戰
し
た

る

な

り
J

i
答
べ
：た

.り
。帝
日
く
、

『

其
は
虛
勝
な
り

、
' 

\

の
命
令

{:
出
で
す
又
予
の
知
ら
ざ
る
問
に
爲
さ
れ
れ
る
も
の
な
る
こ
ど
を
予 

甸
つ
て
抗
辯
す
べ
し

』

しヾ。ユ
ン

グ

ル
は
觅
に
_
赍
す
べ
き
旨
を
述
ベ
て
別
下

此 攻 主 た る 偶 黑  

攻 擊 人 ず I ま 海

砲
*
の 

J.
t
i帘
は 

以
て

、H 

し
て
拆 

た
ら
ん 

し
た
る 

_
は

予 

世
界
に

は

全

り
た
る
に
、其
際
蛊

±

子
は
彼
に
向
ひ
、

『

汝
ど
汝
の
同
類
は
土
耳
其
を
破
滅
に
陷
ら
し
め
つ 

>

ぁ
&

。人
民
の
怒
を
知
れ
、汝
等
は
犬
同
様
に

殺
さ
る
ベ
き
な

b』

ど
言

へ
1

ギ
々
。

右

：
の

，
談.話

な

0

も

へ

の

|

'
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1へ

多

分

事

.實

な

.
る

' V

し

^
亦

以

て

碑

讓

當

時

み

'

®

.息

：
'
を

遂

ふ

ベ

.
扨
て
.土
 ：

耳
.其
逯
に
獨
逸
派

.に
‘强
，ひ
ら
れ
て
砲

»

の
暴

.摩
，を
敢
て

.す
。
®

國
は
之

.

.に

靡

«
:
ず
る 

CD
外

あ=

る

可

ち
t'
露
S1
外

别

ナ
ソ

ノ 

.フ
は
施
擊
の
あ
り
れ
る

.十
月
一
一
十
九
日
直
に
®

土
大

®
 

,
丨
ル
ス
に

IH
J

つ
て
⑴
揚
を
電
命
し
た

6
。此
電
命
三
十

S
Z

午
前
三
時
ジ
ー
ル
ス
に
達
す
。ジ
ー 

ル
ス
乃

ち

同
日
午
前
巾
に
此
訓
令
の
趣
，旨
を
土
耳
其
政
府
に
通
吿
し
て
旅
行
券
を
請
ひ
、翌
三 

十 

一
：n

旗
を
惓
い
で
歸
國
の
途
に
就
け

b
。同
時
に
英
佛
大
使
も
豫
て
の
協
足
に
從
つ
て
同

1 

滤
度
を
埶
れ
り
。斯
く
て
八
月
上
句
以
來
九
十
：

n

に
亘
り
て
列
强
暗
闘
の
焦
點
た
り
し
土
坏
其 

外
交
界
は
、遂
に
»
逸
派
の
凱
歌
の
下
に
大
決
裂
に
歸
し
た
る
な
り
。

土

耳
其
宰
栩

ナ
ィ
ド
ス
リ
ム
は

此

場
合
に

至
り
て
も
猶
頻

h

に
陳
辯
し
て
砲
擊
が
政
府
の 

'意
に
招
ヤ
た
ふ
に
非
ざ
る
こ
ど
を
言
明
し
れ
り
。三
十

H

ジ
ー
ル
ス
ど
會
見
の
際
彼
は

『

土
W

典 

艦
隊
の
玫
擊
は
政
府
の
命
令
に
反
し
て
爲
さ
れ
た
る
も
の
な
り

』

ど
て
熱
心
に
陳
謝
せ
し
が
、同 

.

Hie
に
.直
接
に

露
京
に
在
る
代
理
公
使
に

打
港
し
左
の
聲
；明
を

.
露

國
外
相
に
致
さ
し
め
れ

r

露

國

艦

隊

に

，
依'つ
て
祧
發
さ
れ
た
る
敵
對
行
.爲
の 

深
ズ

遺
慽
-̂
す

る
旨
を

外
務
大

S
に
吿
げ
ら
る
ベ

(

六〇九

〕

論

M
.
般
近
の
.巴
爾
幹
間
盟

た
.，め
、雨

國
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親
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を

傷

け

れ

る

こ
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を
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粋
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號
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又
土
耳
其
政
府
は
此
間
題
に
適
當
な
名
解
決
を
與
ふ
る
に
努
む
ベ
き
^
#
に
此
の
如
き
ポ 

實

の

：苒

發

を

豫
'防
.す
ベ
ゾ
き
處
置
を
執
る
、ベ：

.き
事
を
露
國
政
：

.府
に

.保
；證
せ

&

る
べ
し
。
 

又
吾
等
は
我
艦
隊
を
與
び
黑
海
に
入
ら
し
め
ざ
る
決
心
な
る
事
、從
つ
て
又
ぶ

^

監
求
の
％ 

ff
i

海
に
來
ら
ざ
ら
ん
こ

ビ

を
望
む
事
を
外
務
大

15
R

聲
'明
.せ
ら

'る
ベ
し
^

は
露
國
政
府
メ 

此
場
合
兩
國
共
同

.
の
利
益
の
名
に
.於
て
吾
等

ビ
同
じ

ぐ
和
協
の
精

*

を
示
さ
れ

ん
こ
ビ
を 

切
に
望
む

。

』

. 

,

1

方
に
於
て
，陳
謝
の
意
を
表
し
な
が
ら
同
時

.に
挑
發
の
責
を
露
國
.艦
隊
に
轉
嫁
せ
ん
ど
せ 

は
®
す
る
に
獨
逸
派
の
强
辯
を
其
儘
用
ゐ
た
る

も

の

.な
る
べ
し
。露
國
外
相
は
此
聲
明
を
聽 

た
る
後
、露
艦
挑
發
云
々
を
斷
乎
と

し

て
否
定
し
、且
最
早
何
等
商
議
を
«
す
の
餘
地
な
か
る 

V

き
も
、若
し
土
耳
其
政
府
に
於
て
直
に
獨
逸
軍
人
の
全
部
に
歸
國
を
命
せ
ん
に
は
、

W

考
す
る 

も
可
な
る
ベ
し
。代
理
公
使
が
此
事
を
本
國
に
打
電
す
る
は
可
な
る
も
、然
し
旣
に
生
じ
れ
る
肜 

は
^
-等
の
變
化
を
蒙
ら

' ざ
る

.
ベ
し
ど
斷
言

せ
.ヶ
。

.
土

耳

興

か

協

商

諸

國
に

反
い

て
®

塊

に

就

く

に

至

り

た
.
る

其
0
路
に
：»

多

o

の

無
a

p
p
d 

J

^
,其
■人
' か
.露

吳
.に
對
し
.
で
.深

き

僧

惡

を

有

す

る

は
-事
實

な
.
る
も
、同
睁

に

，又

獨

逸

が

典

阅

戦.

勺

を
强
ひ

.れ
る
は

-«
ひ
難
き

.
W
.實
た
 

'
 而
し
て
獨
逸

.派
大
活
動
の
九
十

H

間
を
通
じ
て
協
商
派
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夕
交
は

*

た
不
振
を
極
め

'

り̂
。實
意
は

.

.あ

ら

ん
も
實
力
の

.な
き
：
^
.ィ
ド

•
.ハ
リ
■
ム
等
を
身

；
：
！
^

、

ビ
し
て
、徒
ら
に
思
痴
を
繰
返

.し
又
徒
ら
に
空
言
聽
聞
を
繰
返
す
に
止
り
た
る
は
、決
し
て
感
服 

す
べ
き
事
に
非
ず
。八
月
十
一

H

獨
逸
ニ

®

艦
の
ダ
ル
ダ
ネ
ル
ス
海
峽
に
入
々
た

.

.る
時
'協

商

諸 

國
亦
直
に
革
艦
の
入
峽
を
斷
行
し
て
監
視
及
牽
制
の
任
に
當
ら
し
む
可

1か
P

し
に
、之
を
怠

6 

た
る
は
劈

,

の

1

失
策
な
り

i

謂
は
ざ
る
可
ら
ず
。後
獨
艦
の
武
裝
撤
せ
ら
れ
ず
、

»

逸
海
®
上 

官
等
亦
艦
外
に
去
ら
ざ
る
が
た

め
、
形

勢

次

第

に

險

惡

.を

街

ぐ

るR

至
る
や
、海
狹
の
入
口
に
は 

te
i

r
ガ
雷
擻

A

せ
ら
れ
入
峽
は
不
可
能
の
事
と
な
り
、獨
り
獅
艦
を
.し
て
土
耳
其
人
の
前
に
威 

を
振
ふ
を
得
せ
し
め
た
り
。英
の
如
き
は
土
耳
其
の
感
情
を
害
す
る
を
畏
れ
て
、温
和
な
る
德
度 

を
^7

る
に
努
め
た
る
次
第
な
ら
ん
も
、

^

も
遂
に
土
耳
其
の
離
反
を
防

.it
し

#

ざ
り
し
は
、叮
の 

lr
目
か
あ
る
。ジ
ャ
グ
ィ
ッ
ド

.ベ
ィ
等
が
妥
協
の
爲

R

利
益
の
提
供
を
求
め
來
る
に
當

b

、
«
其 

の
提
示
せ
る
治
外
法
權
掀
廢
を
拒
む
に
止
ま

3

て
、他
に
具
體
的
利
益
の
讓
'與
案
を
立
て
た
る 

の
形
跡
な
き
は

®

人
の
最
も
意
外
ビ
爲
す
所
な

A
y
o
0
の
如
く
に
し
て
土
京
に
於
け
る
三
國

yi
身 

商
の
外
交
は
全
然
失
敗
に
歸
し
、獨
澳

%

し
て
獨
り
得
意
を
催
さ
し

.め
た
る
は
其
罪
果
し
，て

M

人
に
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